
建設常任委員会に付託された事件について、審査した結果を御報告いたします。 

認定第１号 平成２５年度岩国市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 本件のうち、当委員会所管分は、慎重審査の結果、認定すべきものと決しまし

た。 

認定第６号 平成２５年度岩国市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

認定第７号 平成２５年度岩国市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

認定第８号 平成２５年度岩国市特定地域生活排水処理事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

認定第９号 平成２５年度岩国市周東食肉センター事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

認定第１３号 平成２５年度岩国市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

認定第１４号 平成２５年度岩国市小規模下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について  

認定第１５号 平成２５年度岩国市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

認定第１７号 平成２５年度岩国市水道事業会計決算の認定について 

認定第１８号 平成２５年度岩国市工業用水道事業会計決算の認定について 

 以上９件は、慎重審査の結果、認定すべきものと決しました。 

議案第８６号 平成２６年度岩国市一般会計補正予算（第１号） 

議案第１０８号 平成２６年度岩国市一般会計補正予算（第２号） 

 以上２議案のうち、当委員会所管分は、慎重審査の結果、原案妥当と認め可決

すべきものと決しました。 

議案第９０号 平成２６年度岩国市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第９１号 平成２６年度岩国市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１

号） 

議案第９２号 平成２６年度岩国市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予

算（第１号） 

議案第９４号 平成２６年度岩国市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第９５号 平成２６年度岩国市小規模下水道事業特別会計補正予算（第１

号） 



議案第９６号 平成２６年度岩国市駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第１００号 岩国市風致地区条例 

議案第１０２号 岩国市営住宅条例の一部を改正する条例 

議案第１０５号 不動産の取得について 

 以上９議案は、慎重審査の結果、原案妥当と認め可決すべきものと決しました。 

それでは、審査の状況について、御報告いたします。 

 認定第１号 平成２５年度岩国市一般会計歳入歳出決算の認定についてのう

ち、当委員会所管分の審査におきまして、土木費の幹線道路対策費に関し、委員

中から、岩国大竹道路の進捗状況と今後のスケジュールについての質疑があり、

当局より、「今年度において室の木五丁目地内におけるインターチェンジへのア

クセス道路の工事に着手の予定であり、７月に連合自治会単位で３地区への事業

説明会を行った。国からは今後、入札、契約を行い、工事の影響を直接受ける自

治会への説明会を行った後に、早ければ年内にも着手すると聞いている」との答

弁がありました。 

 これを受けて、委員中から、山手トンネルに関し、現在の状況と事業の進捗へ

の影響についての質疑があり、当局より「以前より室の木自治会においてはトン

ネル建設に反対という意見をいただいている。国の事業評価監視委員会の審議に

おいて、事業を継続することが妥当とされ、その中で、きちんと調査を行い、科

学的、客観的なデータに基づいて地元への説明を行って進めていただきたいとの

意見があり、国としてもまずはその調査について地元の理解を得られるよう努め

たいとのことである。今のところ山手トンネル自体が事業全体のスケジュール上

ネックになっているということはない」との答弁がありました。 

 次に、土木費の愛宕山まちづくり事業費に関し、委員中から、多目的広場・防

災センター整備事業で行われたワークショップの内容や成果、それに対する市の

対応についての質疑があり、当局より、「防災に関する有識者からの意見聴取や

自主防災組織の方々による多目的広場の利活用についてのワーキングを行った。

また、市民を対象としたワークショップを開催し、現地踏査や、平常時における

利活用を前提に、広場のコンセプト等を図面等に表現していただく作業を行った。

そうした、ワークショップで出された意見や提案などを整理し、ゾーニングや動

線の検討を行った上で、昨年度、多目的広場の実施設計を行った」との答弁があ

りました。 

本件のうち、当委員会所管分につきましては、慎重審査の結果、全会一致で可

決すべきものと決しました。 



 次に、議案第１０５号 不動産の取得についての審査におきまして、委員中か

ら、臨港道路の完成見通しと、市が新しく整備するごみ焼却場との計画のマッチ

ング及び地元との協定の関係についての質疑があり、当局より、「臨港道路は、

完成後は主要な搬出・搬入道となる予定だが、臨港道路建設の進捗が遅れている

ということから、地元へは、主なルートは東地区内の市道を経由するルートを使

用することを説明した後に協定を締結しており、理解されているものと認識して

いる」との答弁がありました。 

 これを受けて委員中から、台風、高潮時に防潮堤を閉めたときの進入経路につ

いての質疑があり、当局より「防潮堤閉鎖時の迂回ルートについてはルート上に

企業用地があるため、ルート変更に伴う関係者の理解が得られた後にはなるが、

今年度中には地権者との具体的な協議ができるようになると考えている」との答

弁がありました。 

 本議案は、慎重審査の結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

なお、そのほかの案件につきましては、特に申し上げるべきことはございませ

ん。 

以上で、建設常任委員会の審査報告を終わります。 

 


